
リコー中部は、中部地方のリコーグルー

プ6販売会社を統括する販売統括会社です。

営業担当者が継続的にお客様を訪問する

という、販売会社のビジネス形態を活か

して、商品情報だけでなく、さまざまな環

境情報をお届けし、お客様と「環境」とい

う接点を持つことから始めました。また、

行政や企業、マスコミ、環境NPOとの環境

コミュニケーションを推進することで、今

では情報だけでなく、環境保全というミッ

ションを地域社会と共有し始めています。

「社員」「お客様」「地域社会」をキーワード

に、地域の環境保全に貢献しながら、環境

経営の実現に取り組んでいます。 
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地域社会とWin-Winの関係をつくることで、 

地域社会から支持される企業を 

目指しています。 

販売会社の環境経営モデル構築 

E-こと委員会 エコカード 

リコー中部株式会社 
CSR推進室　CS環境推進グループ　リーダー　 

柴垣 民雄 

2005FOCUS 03

環境保全を行っている地元の市民団体への助成プログラムで、販売

と環境・地域貢献を結びつけた仕組みになっています。リコーの環境

配慮型製品を導入いただいたお客様に、営業担当者が環境保全や地

域貢献の大切さを説明し、賛同いただいたお客様には「エコカード」

に企業名などを記入していただきます。集まったエコカードのポイン

ト数に応じて、リコー中部が助成金を拠出します。助成先の決定は、

お客様、環境NPO、学識者、それまでに支援した市民団体、社員が参

加する「エコひいき投票」によって行います。2004年度は10団体に

助成を行い、団体主催の環境保全活動には社員も参加しました。 

※詳細は、http://www.r-chubu.ricoh.co.jp/ecology/m_green/index.html

販売会社として、全員が主体的に環境改善活動に取り組んでいける

ステージをつくるためのプロジェクトです。「もっと、こうしたらいい

のに」という思いを持っている社員が、社内で活躍できる場をつくる

こと、またそこから全員参加の活動を浸透させていくことを目指して

います。社内の各部署から1名ずつメンバーを選出してもらい、毎月

1回「E-こと委員会」を開催し、アイデアを出し合っています。社員が

楽しんで参加できる「分別ソムリエ認定制度」も、このプロジェクトか

ら誕生しました。 

活動事例 1 グリーンプロモーション 活動事例 2 Ｅ－ことプロジェクト 
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A 販売という本業に、環境保全を

取り込むことが重要です。 

リコー中部は販売会社ですから、生産

ラインの省エネや工場のごみゼロ活動

を通じた生産性の向上など、生産現場

の成功事例をそのまま取り入れても大

きな成果が得られません。オフィスの省

エネや紙資源の削減といった活動だけ

では、環境保全と経済性を両立する環

境経営を行うことができないのです。そ

こで、販売会社は本業である「お客様と

の関係づくり」を通じて、環境経営を推

進していく必要があると考えました。販

売会社がお客様に届けられるのは、製

品情報だけではありません。お客様に、

新しい環境法規制情報などをお届けす

ることも、お客様満足度の向上につな

がります。お客様と環境情報を共有して

いくことで、環境という視点で、リコー

中部を選んでもらえるようになること

が重要だと考えました。 

A 社員、お客様、地域社会が参加

できる活動を行っています。 

環境という視点から、新たな仕組みや

社内制度をつくり、お客様や地域社会に

働きかけていくことが重要です。2002

年6月に開始した「グリーンプロモーショ

ン」（下記参照）は、販売活動と環境・地域貢

献活動をひとつにした活動です。お客様

だけでなく、地域社会のさまざまな団体

が参加できる仕組みをつくることで、リ

コー中部というB to Bの企業が、B to C

のコミュニケーションを行えるようにな

りました。さらに、2004年4月には「分

別ソムリエ認定制度」（下記参照）をスター

トさせました。これは、社員が楽しみな

がら分別のスペシャリストになり、それ

を通じて学んだ環境の知識を、ほかの

人にも伝えていくための仕組みです。分

別ソムリエは、社内での分別アドバイス

だけでなく、お客様や地域社会にリコー

グループの環境活動を紹介するなど、

社外でも積極的に活動しています。 

A 地域社会の活性化に貢献し、環

境経営を実現します。 

グリーンプロモーションや分別ソムリ

エなど、アイデアをカタチにして、社外

との関係を深めることは、地域社会から

の評価にもつながりました。一方、それが、

社員の意識向上にもつながっています。

営業担当者が、お客様に話す内容も変

化し、環境がキーになって商談が成立し

たケースもあります。お客様や地域社会

との環境コミュニケーションを進める

なかで、持続可能な社会システムに変

えていく必要があると思っている方々

と出会い、語り合い、環境保全のミッショ

ンを共有していくことが重要です。そういっ

た方々の「クチコミ」を通して、地域社会

の中でリコー中部のポジショニングが

形成されていくと考えています。今後も、

地域社会とのコミュニケーションを図り、

地域社会の活性化に貢献することで、

販売会社としての環境経営の実現につ

なげていきます。 
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10品の廃棄物が入ったビ
ニール袋を人数分用意して
おきます。 

受験者は好きな袋を一つ選
択します。 

袋に入った廃棄物を一つづ
つ分別します。 

回答者がわかるよう、それ
ぞれに、名前を記入した付
箋紙を貼ります。 

リコー中部のルールに従い、
各分別ボックスに入れます。 

ソムリエバッジ 第一期の分別ソムリエメンバー 

分別ソムリエとは、「正しい分別行動ができ、その根拠を自分の言葉で語り、

他の人に伝えることができる人」を意味します。2004年1月からの社内募

集に始まり、200ページにもおよぶ「分別ソムリエ認定テキスト」を使った

勉強会、認定試験を経て、これまでに38名のソムリエが誕生しています。

また、ソムリエ認定試験に先立って、分別したごみの再

生プロセスを確認するとともに、入居しているテナント

ビルの管理会社や清掃会社、自治体、NPOなどと積極的

にコミュニケーションの場を設け、ビルの分別ルールを

より地域の実態に合わせるなどの改善につなげました。 

※詳細は、http://www.r-chubu.ricoh.co.jp/ecology/eco_act/e-project/somurie/until/index.html#examination

活動事例 3 分別ソムリエ認定制度 

Q 販売会社の 
環境経営とは？ Q 具体的にどのような活動を

展開していますか？ Q 目指す姿は？ 

分別ソムリエ認定試験 

①分別チェック編 

②筆記テスト編 

③ロールプレイング 
　（ケース選択編） 


